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地質標本デｰタベｰス研究の現状

柳沢幸夫1㌧松江千佐世1㌧牧本博2)

て.はじめに

地質調査所地質標本館では,主に地質調査所員

が野外調査を通じて採取して研究を行った岩石･

鉱物･化石などの地質標本を逐次受け入れて登

録･管理･利用を行っている.現在では,登録標

本は,国内外のもの含めて約11万点以上に及び,

その一部が地質標本館に展示･公開されるととも

に,所内外で研究･展示などに広く利用されてい

る.こうして長年にわたって集積されてきたさまざ

まな地質標本は,いわば地質調査所の物的財産で

ある.また,それらは,今後地質調査所の研究活動

の基盤となるべきものであり,永久に保管して次代

に残していく必要のあるものである.

地質調査所では,こうした貴重な地質標本を効

率的に管理して有効な利用をはかるために,1970

年代初期から標本デｰタベｰスの研究を開始した.

ここでは,地質調査所における地質標本デｰタベ

ｰス研究の歴史と現状について紹介するとともに,

今後の展開と問題点についても簡単に述べる.

2｡地質標本と地質標本デｰタベｰスの意義

地質標本館では,岩石･鉱物･化石などの地質

標本を収集･保存しているが,これは単に館内で展

示をするためだけのものではない.地質標本を受

け入れて保存･管理してゆく意義に関しではさまざ

まな考え方が示されているが,ここでは,次のよう

に4点にまとめてみた.

第1に,一般的に科学研究に用いられる標本は,

その研究の結論の客観性と再現性を保証し,それ

を裏付ける唯一の証拠である点で重要である(松

浦,1996;斎藤,1998).科学の現場では,たとえ

注意深く研究を行ったとしても,現実には不注意に

よる誤りや先入観による思いこみは避けられず,さ

らに競争の激しい分野では意図的な握造が起こる

場合もある.このような誤りを排除するのは,最終

的には追試という厳しい審査であり,追試可能な

条件を整えておくことは,科学の客観性を保持する

上で必須のことである.物理学や化学など実験を

通じて一般的な場や物質を扱う研究分野では,実

験条件や手順を正確に記述しておけば,結果を再

現することはできる､しかし,標本を対象とした研

究では,その標本がなければ,厳密な結果の再現

はできない.このような中で,研究に用いた試料を

登録し,追試可能な形にして研究成果を発表する

ことは,その研究の結果の客観性を保証することに

なる.このように,研究に用いられた標本はたと差

すぐには利用されなくとも,収蔵され追試可能な条

件に置かれていることだけで存在意義があり,最も

基礎的な部分で,研究そのものの客観性･信頼性

を支えているといえる.いわば,研究に用いた標本

は存在するだけで意義があり,そして最終的に科学

の成果を社会に還元するときに,その質を保証して

いるのだといえる.

第2に地質標本は,地球という歴史的に唯一無

二の存在の一部であり,全く同じものは存在せず,

それぞれに唯一性･独自性があるという点で意義

がある(松浦,1996).この点で,物理学や化学で

扱われる一般的な物質とは根本的に異なってい

る.地質標本の場合は,同じ鉱物･岩石であって

も,どのような場所でとれたかによって,地質学的

に持つ意義は異なってくる.特に,歴史的存在で

あり同じものは決してとれない化石標本の場合顕
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著である.鉱物や岩石の場合も,日本国内をみて

みれば,多くの鉱物産地は国内鉱山のあいつぐ閉

山で現在では現実的には採取不可能であり,道路

法面の被覆やダム建設･埋め立てによって,採取

不能な産地が増加している現状では,現在収蔵さ

れている地質標本の価値はますます大きくなって

いる.

第3に地質標本は,再利用され,あらたな価値を

生む点で意義がある.このような地質標本を,異な

る観点からの研究や新しい手法による研究などに

活用したり,新たに調査･研究を始める際に参照

できるならば,その価値は更に増大するといえよ

う.

第4に,地質標本は,本来の科学的研究ばかり

でなく,社会に対して地球科学の成果を,野外から

実際に採取してきた実物そのもので理解してもらう

ための資料として重要である.たとえば,地質標本

館収蔵の地質標本は,国内から採取された現時点

での約10万点に限っても日本列島の地質の構成と

生い立ちを“もの"として表現したものであり,地球

一科学研究の魅力を実物で伝えてゆくものでもある.

以上のように,価値ある地質標本を有効に利用

してゆくためには,地質標本情報への容易なアクセ

スと実際の地質標本に確実に到達できる収蔵シス

テムの確立が不可欠になってくる.それが地質標本

デｰタベｰスである.地質標本デｰタベｰスは,地

球科学分野に対し,地質標本にかかわる情報を体

系化して提供し,それによって地球科学における

情報の効率的な流通に寄与する.それらは単なる

整理ではなく創造的な活動であり,新たな価値を

提供するという意味で,科学研究の一部でもある.

十
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3.地質標本館収蔵の地質標本の概要

現在,地質調査所地質標本館が収蔵している地

質標本は,一部の交換･寄贈あるいは購入による

ものを除いて,地質調査所員が野外調査を通じて

採取し,その後の室内研究を経て登録したもので

ある.標本登録に当たっては,所員が公表した報

告文中に記載した標本に加えて,1)日本列島を構

成する岩体の代表的な岩石標本,2)日本の主要鉱

山の代表的な鉱石,3)日本の代表的な鉱物･化石

標本などを収蔵することを目標として進めている.

現在の登録標本は,岩石･鉱物･化石を合わせて

約11万点以上に及んでおり(第1図),過去5年で

は年平均約3,000点のぺ一スで増加している.登録
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地質標本館における

登録標本数の増加.
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標本の産地は日本全国(約10万点以上)に及び,ま

た多くの海外の地質学的に重要な地域(約1万点)

を含んでいる.

登録標本は,その一部が地質標本館に展示･公

開されるとともに,最近では年百数十点一数百点の

所内外からの利用がある.その内訳として,まず国

内の博物館などへの展示用貸串や図鑑など出版物

への写真引用などがある.鉱物標本にういては,

機器分析の標準試料や合成実験の出発物質などと

してよく利用されている.また,岩石標本は,建設

工事用採石としての適否を判断するための材料な

どとして,化石標本については比較研究用として広

く利用されている.

4｡地質標本デｰタベｰス開発の歴史

地質調査所では古くから地質標本を保存管理し

ていたが,地質標本デｰタベｰスの研究を開始し

た1970年代初頭までの標本管理は,手書きの基本

台帳と標本名,産地名のカｰドを用いて,手作業

で実施されていた.そして,この段階では特に重要

な標本,“美しい標本"や珍しい標本の展示･収蔵

が標本室(当時)の役割と理解されており,研究に

使用された標本は個人的に死蔵されるか廃棄され

ていた(坂巻･松江,1981).このような中,1970年

代に入って,重要な鉱山が次々と廃山になったり,

国土の開発に伴って道路の法面が被覆されるなど

して,多くの標本産地で再採集が不可能になること

が多くなったことから,それまでに地質調査所で収

蔵されていた標本の価値が再認識された.そして,

地質調査所が筑波研究学園都市に移転することが

決まったことを契機として,収蔵標本の有効利用と

管理をはかることを目的として,1972年に地質標本

デｰタベｰスシステムの開発がスタｰトした(坂巻･

小野,1976:第2図).このシステムはGEMS(Elec-

�潮楣������湧���景片�����

MuseumSamples)(現在では改良版と区別する

ためGEMS-Iと呼んでいる)と名付けられ,3年後

の1975年8月から実用化された(坂巻･小野,

���

最初のGEMSシステムは,当時のコンピュｰタ

(TOSBAC-3400/51)の性能に制約されて,力一ド

イメｰジの文字情報処理のみであり,入出力も英数

､979-
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第2図地質標本デｰタベｰス開発の歴史.

字モｰドに限定され,利用･運用上さまざまな問題

があった.しかし,つくばに移転後の1979-1980年

には,工業技術院の電算機センタｰに設置された

大型汎用機(FACOMM-200)に合わせて,GEMS-

Iもこの時期に共用システムRIPS(Research

InformationProcessingSystem)へ移行し,デｰ

タベｰスの管理･検索システムの設計･運用が容易

になった.

その後,1985年に始まった工業技術院特別研究

｢地質デｰタベｰスの開発と利用に関するパイロッ

ト研究｣の一環として,GEMS一エシステムのバｰジ

ョンアップが行われ,研究の終了年にあたる1989

年に実用化されGEMS-1となった(松江ほか,

1988).GEMS一皿はRIPSのFACOMM-380に対

応し,性能面では,日本語入力と地形図から地点

情報を追加することができるようになった.

1990年代に入ると,パソコンの急速な普及に伴

い,所内LANと分散型ネットワｰクの整備が進ん

だことから,研究者一研究室レベルでのパソコンで

独自に標本管理のできるシステムとしてGEMS一皿丁

を新たに設計し,PCべ一スヘ移行した(松江,

1990;坂巻･松江,1991).基本となるデｰタベｰ
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スマネｰジメントシステムとしては,MS-DOS上で走

るリレｰショナルデｰタベｰスであるdBASE皿

PLUSを採用し,その主機能を用いてシステムを構

築した.その後,システムの機能向上とより効率的

な運用をめざしてシステムの高度化を図っており,

その1つとして文字情報に加えて地質標本の画像

情報を蓄積して検索･表示に利用する試みも行っ

た(松江,1991).

1996年からは,地質調査所指定研究｢地質標本

デｰタベｰスの高度化の研究｣が開始され,現在所'

完を実施中である.

現在運用中のシステムは1989年実用化となった

GEMS』に当たるが,その時から引き継いでいる

のはデｰタ構造/内容のみで,コンピュｰタは大型

計算機からパソコンベｰスに変更しており,ソフトウ

ェアもWindows上で動作する市販のデｰタベｰス

ソフトを利用している.また,現在では,各ソフトウ

ェア間でのデｰタの転送が容易になったため,

Windowsばかりでなく,Macintoshでの入力･検

索も行っている.

5.地質標本デｰタベｰスの運用

実際の運用は,1)デｰタシｰトによる標本情報

の登録,2)標本情報の電子化による蓄積,3)キｰ

ワｰドによる検索,4)検索結果の画面表示/プリン

タｰ出力の過程からなる.登録標本情報には,必

須な項目として登録番号,標本(岩石･鉱物･化

石)名,産地,地質単元,地質時代,岩相,産状,

採取者とその原番号などがあり(第3図),更に岩石

第3図

地質標本の受け入れと

亜

デｰタベｰスの作成.

薄片の有無,化学分析(全岩･造岩鉱物)の有無,

年代値,文献や登録標本の利用の可否などの情報

が必要に応じて付加されている.また,その産地

をプロットした5万分の1または2万5千分の1の地

形図が併せて提出されている.

なお,地質標本の収蔵については,地圏情報棟

建設に伴う収蔵スペｰスの増加に伴い,特にそれ

まで分散していた岩石標本を1力所に連続して配置

できるようになり,標本そのものへのアクセスが極

めて容易になっている.

このような地質標本デｰタベｰス研究の具体的

な成果として,｢日本の岩石と鉱物｣(通商産業省工

業技術院地質調査所編,1992)や｢地質標本館収

蔵標本目録第1部植物化石｣(松江･尾上,1995)

および｢地質標本館所蔵標本目録岡本鉱物コレク

ション｣(豊･春名,1998)などがある.

6｡地質標本デｰタベｰスの高度化の研究

次に平成8年度から5ヵ年計画で開始した｢地質

標本デｰタベｰスの高度化の研究｣について紹介

する.この研究では,それまで継続的に行ってきた

研究成果と最近の情報関連技術の進歩を踏まえ

て,より扱いやすく,アクセスしやすいように,デｰ

タベｰスの高度化を計ることを目指したものであ

る.具体的には,1)地質標本の有効利用を通じて

地質調査所の調査研究活動と地質標本館の展示･

普及活動を質的に保証すること,2)広く社会に向

けて総合的地質標本センタｰとしての役割を果た

すために,地質標本の効率的な管理とより容易に
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第4図

岡本ミネラルコレクションデｰ

タベｰスの初期画面(ファイル

⑱倒本鉱物擦ホカタログ作成塾鐘秋.春名城

地質標本に到達できる利用システムを目指すことを

主な目的にしている.研究の内容としては以下の課

題について研究を実施しつつある.

1)地質標本デｰタベｰスの構築

①地質標本デｰタベｰスの整備

②地質標本カタログ作成

2)地質標本デｰタベｰスの高度化

①所内LANの対応した標本登録システムの実施

②ほかの地質情報との重ね合わせを考慮したデ

ｰタ構造の整備

③一部の地質標本デｰタベｰスの公開試行

今年度は研究を開始して3年度目にあたるが,研

究の進展状況は以下のとおりである.1)の地質標

本デｰタベｰスの構築では,これまで進めてきた地

質標本デｰタの蓄積を継続して実施するとともに,

標本カタログの計画的な作成を行っている.研究

開始以来,岩石･鉱物･化石について,随時デｰタ

入力を進めているが,特に,化石標本については,

入力を集中的に行い,デｰタシｰトの記入のあるも

のに関してはすべて入力を終えた.また,このうち

植物化石に関しては,デｰタの誤りのチェックと現

物標本との照合もほぼ終了した.現在は,岩石標

本のデｰタ入力を集中的に進めている.

一方,標本カタログについては,平成9年度に,

地質調査所標本資料報告no.2として,地質標本館

所蔵標本目録｢岡本鉱物コレクション｣(豊･春名,

1998)を発行した.これは,九州大学教授であった

総デｰタベｰス鱗鰯蜥.棚織メｰ力一Prover4を使用)

故岡本要八郎先生が集められ,その後地質調査所

の寄贈された鉱物標本をまとめたもので,総点数

は約3,400に及ぶ.

2)の地質標本デｰタベｰスの高度化では,従来

のデｰタシｰトに変わりデｰタファイルのやりとりに

よる登録を進め,デｰタ入力の効率化を図ってい

る.現在多くの研究者が,パソコン用の市販の表計

算ソフトまたはデｰタベｰスソフトを用いて,個人の

研究標本の管理を行っている.これらのソフトは互

いにデｰタの交換ができるので,必要なデｰタ項

目さえ満たしていれば,標本管理者によるデｰタ入

力は必要ではなくなっている.現在はフロッピｰデ

ィスクでデｰタのやりとりをしているが,所内LへNに

よる標本登録も計画中である.また,地質図を始

めとするほかの地質情報との重ね合わせによる表

示に向けて,産地の緯経度情報の整備やデｰタ項

目の階層化などの作業の検討を行っている.標本

産地の緯経度情報の入力作業は,平成9年度から

進めており,現在縮尺5万分の1や2万5千分の1地

形図に位置が記入されているデｰタについては,

ほぼデｰタの入力が終わりつつある.今後は,デ

ｰタを変換して,ほかのデｰタとの統合を進める予

定である.

また,今年度は,将来へのデｰタベｰスの公開

試行に向けて,カタログの完成した岡本標本のデ

ｰタについて,市販のデｰタベｰスソフトを用いて,

ネット上で公開できるように加工を行った.そして,
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第5図岡本ミネラルコレクションデｰタベｰスのカｰド画面(ファイルメｰカｰProveL4を使用).
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第6図岡本ミネラルコレクションデｰタベｰスのリスト表示画面(ファイルメｰ力一ProveL4を使用).

平成10年8月の工業技術院統一公開での岡本鉱物

標本の特別展示に合わせて,当日試行公開した(第

4図).

デｰタベｰスソフトは,ファイルメｰ力一Prover-

sion4.0を用いた.このソフトはMacintosh版と

Windows版があって,同一のデｰタをどちらの0S

でも読みとれるので,パソコンでのデｰタベｰス作

成には便利である.作成には既存のテンプレｰトを

基にして,それらのボタンを利用して使い勝手がよ

いように設計した.デｰタは,カタログ用に作成し

たデｰタをそのまま用いて,それに標本の写真から

スキャナｰで画像を取り込んで組み入れた.

レイアウトとしては,基本的には力一ド表示(第5

図)とリスト表示(第6図)をつけた.ファイルメｰ

力一Proversion4.0では,デｰタベｰスファイルを

そのままインタｰネットやインドラネットのWebぺ一

ジとして公開できるようになっている.第7図が,

Webブラウザで見た岡本ミネラルコレクションデｰ

タベｰスのリスト画面である.これによって,ネット

上での検索も可能になる.
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第7図Wehブラウザで見た岡本ミネラルコレクションデｰタベｰスのリスト画面(ファイルメｰ力一ProveL4を使用).

7,問題点と今後の展開

標本デｰタベｰスの理想の姿については,いろ

いろと語られはする.研究者サイドからも,あるい

は一般の来館者や大学･高校の教師の方からも,

さまざまな要望が届いている.しかし,現実には費

用と人と時間の問題があり,すぐにはそれらを実

現できないのが現状である(全国科学博物館協議

会,1998).特に,デｰタベｰスに対するさまざまな

要望のすべてに対して,1つのデｰタベｰスでは対

処できないことは確かであり,デｰタベｰスを整備

してゆく上でもそれは現実的ではない.そこで,地

質標本デｰタベｰスでは,基本となる標本デｰタベ

ｰスを完成･維持しつつ,そこからいろいろな二一

ズに対応する個別デｰタベｰスを切り出して,目的

にあった加工をして提供して行こうと考えている.

基本となるデｰタベｰスは,標本の管理のみを目

的とする比較的簡素なデｰタベｰスであり,作成の

手間と時間を考えて,当面はテキストのみとし,最

低限の情報をカバｰするのみとする.

そこから,切り出す個別デｰタベｰスとしては,1

つは非専門家向けの教育･普及用のものがある.

これは,インタｰネットで標本の画像も見られる標

本デｰタベｰスを公開してほしいという一般の標本

館入館者や教師などからの要望に答えるものであ

る.標本館の展示標本の画像情報を加えて,インタ

ｰネットで公開し,来館しなくても地質標本の学習

ができるものにしたい.

もう1つは,専門家向けのもので,研究者の専門

性を生かした特色あるテｰマのデｰタベｰスであ

る.これは,これまで出版してきた植物化石や鉱物

標本のカタログを単体のテｰマ別デｰタベｰスとし

て加工･整備したものになる.これらは単に標本デ

ｰタを整理したものではなく,あらたに科学的に有

用な情報を付加し,それぞれの目的に適一した構造

をとる.そして,これらはデｰタベｰスの構築に関

わる研究者のとっても研究面で利用価値があり,

研究業績としても認められうるものである.
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5.おわりに

以上,地質標本館における地質標本デｰタベｰ

スの研究の現状について概略を紹介してきた.デ

ｰタベｰスの構造については,詳しく触れることは

できなかったが,これについては機会を改めて紹

介したい.

地質標本デｰタベ丁スば,最終的には位置情報

を媒介として,現在地質調査所で構築している地

球科学総合デｰタベｰスの一部になってゆく予定

である.将来的には,数値地質図上に,産地が表

示され,そこからも検索可能になるであろう.また,

その地質標本に関わる研究論文･報告を含む文献

デｰタベｰスとも連携してゆくことになろう.今後と

も,貴重な財産である地質標本のデｰタベｰスの

整備を着実に進めてゆきたい.

謝辞1国立科学博物館の斎藤靖二博士には,博物

館関連のデｰタベｰスに関する資料を提供いただ

いた.また,地質標本デｰタベｰスの高度化の研

究のグルｰプ員各位には,この小論をまとめるにあ

たりご協力いただいた.深く感謝の意を表する.
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